
ヤン・フェルメール （1632～1675） 

 

 

 

 

フェルメールの名画がズラリ！                       

 

 

 

 

ほとんどの作 品 が室内を描いたもので、画面左から光が差していること、絵の中に絵が描かれた「画中

画」が登場するのも特徴の一つ。その他、フェルメールの作品としては珍しい男性の単身像や、故郷のオラ

ンダ･デルフトの風景画などがご覧いただけます。 
 

 

 2025 年 9 月 30 日 

報道各社 各位 
大塚国際美術館 

 

 
 

 

 

 
 
 

大塚国際美術館(徳島県鳴門市)では、オランダを代表する画家フェルメールが描いた作品３０数点の  

うち１１点が一堂にご鑑賞いただけます。教科書で見たことがある作品から、失われた名画まで、美しく  

繊細なフェルメール作品の魅力をたっぷりご堪能ください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

絵の中に描かれた「画中画」 

トランプを掲げるキューピッドの絵は「誠実な愛」

を暗示し、弓が女性の頭上にあることから、彼女

が恋愛中であることを示しているとも解釈されて

います。 

「ヴァージナルの前に立つ女」

１６３２年オランダ・デルフト生まれ。２１歳のときから画家としての活動を

始め、デルフト画家組合の理事も務める。手紙、音楽、恋愛などを題材と

する庶民の日常生活を描き、緻密な筆遣いや計算された光の表現、幾重

にも解釈できる画中画など、鑑賞者を魅了する美しく繊細な作品を数多

く残した。１６７５年４３歳で没するとその作品は次第に忘れ去られてし 

まったが、１９世紀になって改めて評価されるようになった。 
 

「デルフトの眺望」        ｢デルフトの小路｣ 「牛乳を注ぐ女」 

「音楽の稽古」 「地理学者」 「合奏」 

「ワイングラスを持つ娘」 

「手紙を読む女」 「ヴァージナルの前に座る女」 

「真珠の耳飾りの少女」 

地下２階 フェルメールギャラリー



TOPIC 9/30～ フェルメール「真珠の耳飾りの少女」をゆったり鑑賞 

 

 
フェルメールの傑作「真珠の耳飾りの少女」を、よりゆったりとご鑑賞いただけるよう、配置替えをしました。

ぜひ心ゆくまでご鑑賞ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大塚国際美術館 
 

大塚グループ創立 75 周年記念事業として 1998 年 3 月に 

創業の地である徳島県鳴門市に設立した陶板名画美術館。 

世界 26 カ国の西洋美術を代表する名画 1000 余点を 

陶板で原寸大に再現し展示しています。美術書などで一度は 

見たことがある名画が一堂に会し、日本に居ながら世界の 

美術を体験できます。 

 

 
  
 

【T  E  L】 088-687-3737   【Ｆ Ａ Ｘ】 088-687-1117 

【U  R  L】 https://www.o-museum.or.jp/ 

【開 館 時 間】 9 時 30 分から 17 時（入館券の販売は 16 時まで） 

【休  館  日】 月曜日(祝日の場合は翌日)、１月連続休館あり、その他特別休館あり ＊8 月無休 

【入  館  料】 一般 3,300 円 ／ 大学生 2,200 円 ／ 小中高生 550 円 ＊20 人以上の団体は 10％割引 

 

《お問い合わせ先》大塚国際美術館 学芸広報部 原田 

TEL：088-687-3737  FAX：088-687-1117   MAIL：info@o-museum.or.jp 

神戸・大阪・京都・高松・岡山・広島から直通バス運行中！ 

地下２階 エレベータ１、２前 

絵画の世界観を味わいながら、主役になりきって撮影ができるアート

コスプレフェスが 2025 年も開催中！子どもから大人までサイズ展開

があり、フェルメール「真珠の耳飾りの少女」ほか、全７作品のアート 

コスプレが楽しめます！  
 

【実施期間】 ２0２５年１１月３日(月・祝)まで 

詳しい情報は公式ホームページへ▼ 

https://o-museum.or.jp/pages/1390/ 

 

＃アートコスプレフェス 2025 

地下２階 エレベーター１、２前 


